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要
支
援
者
を
介
護
保
険
か
ら

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ

　

国
で
法
律
が
変
え
ら

れ
、要
支
援
１
・
２
の
サ
ー

ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら

「
総
合
事
業
」（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
）
に
移
行
さ
せ
ら
れ

ま
す
。「
総
合
事
業
」
は

す
べ
て
の
市
町
村
で
、
来

年
４
月
か
ら
実
施
し
な
け

れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
高
槻
市
で
、
総
合
事

業
の
対
象
者
、
判
断
基
準

や
そ
の
方
法
、
利
用
料
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
な

ど
決
め
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

高
槻
市
は
７
月
７
日
の

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

で
そ
の
内
容
を
発
表
し
、

８
月
初
旬
に
市
内
の
事
業

者
を
対
象
に
説
明
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

総合事業のサービス内容
・訪問型サービスは、掃除や洗濯など日常生活へ

の支援。
・通所型サービスは、機能訓練や集いの場などの

支援。
・その他のサービス、配食、見守りをする。ケア

マネジメントなど

総
合
事
業
の
対
象
者

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
規
制
緩
和
さ
れ
た
基
準

　

要
支
援
１
・
２
の
認
定

者
で
訪
問
介
護

（
ヘ
ル
パ
ー
）
と

通
所
介
護
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
だ
け

を
利
用
し
て
い
る

人
で
、
他
の
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
し
て

い
な
い
人
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
、
介
護
保
険
と
同

じ
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
の
か
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の

か
振
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
資
格

が
な
く
て
も
一
定

の
研
修
を
受
け
れ

ば
良
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
限
定
さ

れ
、
利
用
時
間
も
減
ら
さ

れ
ま
す
。
利
用
料
は
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
１
回
２
０
０

円
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
は

１
割
か
ら
２
割
の
負
担
で

す
。

　

事
業
者
へ
の
報
酬
も
少

な
く
な
り
ま
す
。
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
住
民
団
体
が
事
業

者
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
も
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
高
槻
市
は

今
は
活
用
し
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

大阪府が障害者・子ども医療費の自己負担額引き上げる方針
　

子
ど
も
や
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
へ
の
「
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
」

に
つ
い
て
、
大
阪
府
は
、
患
者
の
自
己

負
担
の
月
額
上
限
を
２
５
０
０
円
か
ら

４
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
方
針
で
、

来
年
11
月
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。（
朝
日
新
聞
よ
り
）

　

見
直
し
で
は
、
難
病
患
者
と
精
神
疾

患
の
通
院
患
者
に
対
象
を
広
げ
ま
す
。

精
神
疾
患
患
者
の
入
院
は
３
か
月
ま
で

対
象
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
同
じ
障

害
で
も
精
神
疾
患
患
者
は
対
象
に
な
ら

な
い
の
は
問
題
で
し
た
。

　

し
か
し
、
大
阪
府
は
助
成
対
象
者
が

増
え
る
分
の
費
用
は
、
自
己
負
担
額
の

引
き
上
げ
で
、
ま
か
な
う
と
し
て
い
ま

す
。
大
阪
府
が
そ
の
分
負
担
す
れ
ば
、

限
度
額
の
引
き
上
げ
は
し
な
く
て
も
す

み
ま
す
。

　

高
槻
市
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

は
中
学
校
卒
業
ま
で
対
象
に
し
て
お

り
、
４
４
，
３
６
６
人
が
受
け
て
い
ま

す
。月
額
上
限
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

病
院
に
行
き
に
く
い
状
況
に
な
り
ま

す
。
子
育
て
支
援
に
逆
行
し
ま
す
。
限

度
額
引
き
上
げ
の
中
止
を
求
め
て
が
ん

ば
り
ま
す
。
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市会議員

中村れい子 市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時〜昼 12時まで
　　　　別所中の町３−７　TEL ６８１−８４８０／自宅　TEL ６８５−６６８６

毎月、第 2土曜日です

高
槻
市
の
消
防
力
・
救
急
活
動
の
状
況

　
　
　
　
火
災
発
生
・
救
急
車
の
出
動
が
増
加

　

消
防
庁
で
は
、
市
町
村

の
消
防
が
責
任
を
十
分
に

果
た
す
た
め
に
、「
消
防

力
の
整
備
指
針
」
を
示
し

て
い
ま
す
。
整
備
指
針
が

示
す
「
算
定
数
」
を
目
標

に
し
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
適
切
な
消
防
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

表
１
は
消
防
庁
が
示
す

算
定
数
よ
り
、
少
な
い
項

目
を
掲
載
し
ま
し
た
。
名

神
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
に
併
せ
て
、
職
員
数

を
増
や
し
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
８
割
の
充
足
率

で
す
。
集
中
豪
雨
や
土
砂

災
害
な
ど
自
然
災
害
が
増

え
て
い
る
中
、
消
防
力
の

強
化
は
大
事
で
す
。

火
災
状
況

救
　
急

　

昨
年
の
火
災
は
75
件

で
、
前
年
度
よ
り
25
件
増

加
し
ま
し
た
。
建
物
火
災

が
35
件
、車
両
火
災
10
件
、

そ
の
他
火
災
30
件
で
す
。

損
害
額
は
５
，
６
５
２
万

円
で
１
件
あ
た
り
75
万
円

の
貴
重
な
財
産
が
灰
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
救
急
出
動
は

１
９
，
０
２
２
件
、
搬
送

人
員
は
１
７
，
４
２
０
人

で
し
た
。
前
年
に
比
べ

５
６
４
件
、
６
０
９
人
と

そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま

す
。
搬
送
人
員
の
内
、
急

病
の
割
合
は
64
・
３
％
と

高
く
、
そ
の
う
ち
65
才
以

上
の
高
齢
者
は
64
・
４
％

で
、
高
齢
者
の
急
病
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
ド
ク
タ

カ
ー
の
出
動
は
４
９
１
件

あ
り
ま
し
た
。

算定数 高槻市の整備数 充足率

署所数 １１署所 ９署所 ８１．８％

消防ポンプ車 １７台 １６台 ９４．１％

救急車 １１台 １０台 ９０．９％

職員数 ４１７人 ３３５人 ８０．３％

消防費 市民１人当たり　約９，００２円

消防職員数 市民約１，０５９人に１人

（２０１６年４月１日現在）

（２０１６年４月１日現在）

（表１）

住
宅
防
火
診
断

　

高
槻
市
内
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に

３
年
計
画
で
、
消
防
職
員

が
訪
問
し
、
診
断
を
し
て

い
ま
す
。
玄
関
先
で
話
を

し
て
診
断
す
る
場
合
、
ま

た
、
希
望
者
に
は
住
宅
内

で
火
を
使
う
器
具
、
レ
ン

ジ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
状

況
を
確
認
す
る
詳
細
診
断

を
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
近
所
の
方
か

ら
、「
家
の
中
で
倒
れ
て

い
な
い
か
安
否
確
認
を
し

て
欲
し
い
」
と
１
１
９
番

通
報
が
あ
れ
ば
、
消
防
は

救
助
に
出
動
し
ま
す
。
家

族
の
了
解
を
得
た
上
で
、

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
を
破
壊
し

家
の
中
に
入
り
、
安
否
の

確
認
を
し
ま
す
。
昨
年
は

安
否
確
認
で
33
人
救
助
さ
れ
る

安
否
確
認
の
救
急
出
動
が

１
１
９
件
あ
り
、
そ
の
う

ち
救
出
し
た
の
が
33
件
、

亡
く
な
ら
れ
て
い
た
の
が

26
件
、
誤
報
が
60
件
あ
り

ま
し
た
。「
３
週
間
前
か

ら
外
灯
が
つ
い
た
ま
ま

で
、
高
齢
の
家
人
の
安
否

を
確
認
し
て
欲
し
い
」
と

通
報
が
あ
っ
て
結
果
と
し

て
留
守
に
さ
れ
て
い
た
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
救
助

で
き
た
命
も
あ
り
ま
す
。

２０１４年 ２０１５年

火災 約４．９日に１件 ７５件 ５０件

救急出動 １日に約５２件 18,458 件 19,022 件

搬送人数 16,811 人 17,420 人

一般住宅 共同住宅 その他 合計

訪問診断 ８８７件 ５２１件 １１件 １４１９件

詳細診断
良好 ２件 ５件 ７件

指示あり １件 ５件 ６件




